
給食調理場の現状について 

■各務原市学校給食調理の概況  

現在、本市の給食調理は、共同調理場である給食センターを利用する方式（以下、給食センター方

式）と単独調理場である各学校の給食調理場を利用する方式（以下、単独校方式）を併用してい

る。 

 

表 各学校の給食提供方式 

※川島小学校と川島中学校は、２校分の共同調理場だが搬出はないため単独校方式に分類 

 

表 学校給食調理場の整備状況                （R8.4時点） 

 校数 小学校 中学校 

給食センター方式 13校 
那一、那三、尾崎、稲東、鵜二、緑苑、 

陵南、各務、蘇一、蘇二、中小、 
稲羽、中央 

単独校方式 
12校 那二、稲西、川島、鵜一、鵜三、八木山 

那加、桜丘、川島、 

鵜沼、蘇原、緑陽 

1校 かかみがはら支援学校 

No 
 

学校名等 
建設 

年数 

経過 

年数 

調 理 場 

面積（㎡） 

供給食数 

（食/日） 
作業方法 

１～13 学校給食センター H19 18 2,867 5,800 ドライシステム 

14 那加第二小学校 S56 45 197 503 ドライ運用 

15 稲羽西小学校 S56 45 178 320 ドライ運用 

16 鵜沼第一小学校 S54 46 186 610 ドライ運用 

17 鵜沼第三小学校 S51 49 175 630 ドライ運用 

18 八木山小学校 S53 47 182 158 ドライ運用 

19 那加中学校 S54 46 229 650 ドライ運用 

20 桜丘中学校 S60 40 246 350 ドライ運用 

21 鵜沼中学校 S56 45 215 530 ドライ運用 

22 緑陽中学校 S52 48 185 340 ドライ運用 

23 蘇原中学校 S41 59 210 675 ドライ運用 

24～25 川島共同調理場 H13 24 716 1,230 ドライシステム 

26 かかみがはら支援学校 R6 1 305 305 ドライシステム 
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